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Stable open-shell molecules have been paid increasing attention to because of their potential 

as near-infrared (NIR) dyes. We reported the intense NIR-absorption property of aminoxyl 
radical-boron complex 1 and 2.1,2 Unpaired electrons of 1 and 2 were delocalized over the 
aminoxyl radical π-conjugated systems. In this study, we synthesized -contracted complex 3 
to clarify the relationship between the electron-donating groups and the optical properties of 
the aminoxyl radical complexes. 
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近年、開殻性化合物を基本構造とした近赤外（NIR）色素が新しいタイプの NIR 吸

収材料として注目されている 1)。我々は以前にアミノキシルラジカルのホウ素錯体 1

において NIR-II 吸収を報告しており 2)、さらにアミノキシルラジカルの共役系を拡張

した錯体 2では NIR 吸収の長波長化を見出している 3)。これらの錯体では、不対電子

がアミノキシルラジカルの共役系に非局在化することを確認している。 

本研究では、アミノキシルラジカルホウ素錯体の電子状態や光学的性質に及ぼす電

子供与基の効果を明らかにするために、弱い電子供与基としてメトキシ基を導入した

錯体 3 を合成した。ESR スペクトル、単結晶 X 線構造解析および量子化学計算に基

づいて錯体 3における不対電子の非局在化や光学的性質を検討したので報告する。他

の電子供与基を有するアミノキシルラジカルホウ素錯体の合成と性質についても併

せて発表する予定である。 
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